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総
合
的
難
病
対
策
の
早
期
確
立
を

　
　
　
　
　

要
望
す
る
Ｊ
Ｐ
Ｃ
国
会
請
願

　

Ｊ
Ｐ
Ｃ
の
総
合
的
難
病
対
策
の
早
期

確
立
を
要
望
す
る
国
会
請
願
は
、
６
月

1
6
日
、
衆
参
両
院
本
会
議
で
採
択
さ
れ
、

内
閣
に
送
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
請
願
は
、
総
合
的
な
難
病
対
策

の
早
期
確
立
を
強
く
要
望
し
て
、
①
難

病
の
原
因
究
明
、
治
療
法
確
立
の
た
め

‖･£

■

)

ｆ
算
を
大
幅
に
増
額
す
る
こ
と
、
②

難
病
、
長
期
療
養
者
の
た
め
に
国
立
療

養
所
を
整
備
し
、
在
宅
医
療
を
含
め
た

専
門
医
療
機
関
と
し
て
活
用
す
る
こ
と

③
身
体
障
害
者
福
祉
法
な
ど
各
種
法
制

度
の
谷
間
に
お
か
れ
て
い
る
難
病
患
者

ら
の
医
療
、
リ
ハ
ビ
リ
、
福
祉
、
教
育
、

就
労
、
在
宅
、
交
通
に
関
す
る
総
合
的

対
策
を
確
立
す
る
こ
と
、
④
看
護
婦
不

足
を
早
急
に
解
消
し
、
大
幅
な

増
員
を
は
か
っ
て
、
行
き
届
い

た
看
護
を
保
障
す
る
こ
と
、
⑤

難
病
患
者
、
障
害
者
、
高
齢
者

が
安
心
し
て
生
活
を
お
く
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
年
金
制
度
を

改
善
す
る
こ
と
、
⑥
東
京
に
全

国
患
者
会
館
を
設
立
す
る
と
と

も
に
、
生
活
・
医
療
相
談
、
集

団
無
料
検
診
な
ど
を
行
う
「
難

病
セ
ン
タ
ー
」
を
全
都
道
府
県

に
設
立
す
る
こ
と
、
の
６
事
項

の
実
現
を
求
め
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
請
願
の
柱
で
あ
る
「
患
者

の
拠
り
所
と
し
て
の
『
難
病
セ
ン
タ
ー
』

の
股
立
」
と
い
う
事
項
が
、
予
算
措
置

を
と
も
な
う
た
め
、
不
採
択
の
理
由
で

あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
Ｊ
Ｐ
Ｃ
は
「
難
病
セ
ン
タ

ー
」
の
設
立
を
毎
年
、
粘
り
強
く
請
願

事
項
の
重
要
項
目
と
し
て
掲
げ
続
け
ま

し
た
。
今
年
も
６
月
５
日
。
全
国
の
仲

間
が
集
め
た
約
8
0
万
人
の
署
名
を
携
え
、

代
表
9
8
人
が
、
衆
参
両
院
採
択
を
め
ざ

し
て
請
願
行
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

今
国
会
で
の
衆
院
厚
生
委
員
会
は
、

委
員
の
質
問
で
も
難
病
セ
ン
タ
ー
が
取

り
上
げ
ら
れ
、
「
時
代
が
要
求
し
て
い

る
問
題
で
あ
る
」
と
し
て
審
議
の
結
果
、

は
じ
め
て
請
願
が
採
択
さ
れ
、
引
き
続

き
開
か
れ
た
衆
参
両
院
本
会
議
で
も
採

択
さ
れ
、
Ｊ
Ｐ
Ｃ
の
国
会
請
願
と
し
て

は
初
の
両
院
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
は
、
国
に
対
し
て
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
医
療
・
福
祉
の
拡
充
を
強

く
求
め
て
い
く
こ
と
が
で
き
、
と
り
わ

け
、
秋
田
県
、
大
阪
府
で
精
力
的
に
取

り
組
ん
で
い
る
「
難
病
セ
ン
タ
ー
」
建

設
運
動
に
力
強
い
支
援
と
な
り
、
す
べ

て
の
都
府
県
に
設
立
す
る
足
が
か
り
と

な
り
ま
す
。
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厳
し
い
状
況
に
打
ち
克
・
つ

　

元
気
の
出
る
活
動
を

Ｊ
Ｐ
Ｃ
第
１
０
回
総
会
開
催

　

国
民
に
自
助
努
力
と
受
益
者
負
担
を
押

し
つ
け
、
国
の
社
会
保
障
へ
の
公
的
責
任

を
縮
小
・
放
棄
の
方
向
に
進
め
る
な
ど
、

医
療
・
福
祉
の
状
況
が
ま
す
ま
す
厳
し
く

な
っ
て
い
る
中
で
、
第
1
0
回
総
会
が
６
月

４
日
、
東
京
・
都
市
セ
ン
タ
ー
で
加
盟
3
4

団
体
の
評
議
員
な
ど
、
全
国
か
ら
1
0
0
人
が

参
加
し
て
、
午
後
一
時
開
会
さ
れ
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
伊
藤
代
表
幹
事
は
、
「
こ
の
一

年
間
、
さ
ま
ざ
ま
な
運
動
を
展
開
し
て
き

ま
し
た
。
患
者
団
体
と
し
て
は
、
精
一
杯

運
動
し
て
き
た
と
評
価
で
き
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
今
日
は
混
乱
の
時
代
で

す
。
こ
の
よ
う
な
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
頼

れ
る
も
の
を
必
要
と
し
て
い
ま
す
。
最
後

の
「
と
り
で
」
と
し
て
、
た
ど
り
つ
く
の

が
患
者
会
で
す
。
患
者
を
支
え
、
励
ま
し
、

と
も
に
歩
ん
で
い
く
組
織
が
こ
こ
に
あ
る

の
だ
と
い
う
こ
と
を
大
き
く
ア
ピ
ー
ル

し
、
一
人
で
悩
み
苦
し
ん
で
い
る
患
者
に

手
を
差
し
伸
べ
、
と
も
に
手
を
つ
な
い
で

い
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
」
と
、
あ
い

さ
つ
し
ま
し
た
。

　

総
会
に
ご
出
席
い
た
だ
い
た
来
賓
か
ら

激
励
と
連
帯
の
挨
拶
を
受
け
た
の
ち
、
東

京
Ｈ
Ｉ
Ｖ
訴
訟
を
闘
っ
て
い
る
原
告
の
川

田
龍
平
氏
よ
り
支
援
、
協
力
の
訴
え
が
あ

り
、
会
場
に
熱
い
連
帯
の
輪
が
広
が
り
ま

し
た
。

　

議
長
団
に
森
田
良
恒
（
和
歌
山
県
難
病

連
）
、
高
畠
譲
二
（
目
肝
協
）
の
両
氏
を

選
出
し
て
議
事
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

前
年
度
活
動
報
告
は
、
小
林
事
務
局
長

が
次
の
よ
う
に
報
告
し
ま
し
た
。

　

こ
の
一
年
、
国
民
生
活
に
重
大
な
影
響

を
も
つ
法
案
が
国
民
の
声
も
十
分
に
聞
か

＝･2

ず
、
短
時
間
で
次
々
と
成
立
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ｐ
Ｃ
は
医
療
・
福
祉
の
拡
充
を
求
め
運

動
を
す
す
め
て
き
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ｐ
Ｃ
始
ま
っ
て
以
来
の
取
り
組
み
を

す
す
め
た
入
院
給
食
の
患
者
負
担
導
入
に

反
対
す
る
運
動
で
は
、
国
会
前
に
「
健
保

改
悪
は
許
さ
な
い
」
と
座
り
込
み
ま
し
た
。

連
続
５
日
間
、
延
べ
2
2
0
人
の
参
加
で
、
患

者
の
実
態
、
要
求
を
訴
え
ま
し
た
。

　

厚
生
年
金
法
等
の
一
部
「
改
正
」
案
は
。

　

「
障
害
年
金
改
正
を
す
す
め
る
会
」
の
行

動
に
参
加
し
て
、
無
年
金
者
の
解
消
の
実

現
を
求
め
、
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
無
年
金
者
解
消
の
た
め
の
対

策
は
盛
り
込
ま
れ
ず
、
「
福
祉
的
措
置
に

よ
る
対
応
を
含
め
速
や
か
に
検
討
」
す
る

と
の
付
帯
決
議
に
留
ま
り
ま
し
た
。

　

厚
生
省
の
難
病
対
策
専
門
委
員
会
は
、

昨
年
７
月
「
中
間
意
見
」
を
ま
と
め
発
表

し
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
、
「
現
行
難
病
対
策
は
縮
小

整
理
の
方
向
で
は
な
く
、
な
お
一
層
の
拡

大
、
充
実
の
方
向
Ｌ
を
求
め
、
難
病
対
策

の
法
制
化
に
つ
い
て
も
、
新
た
な
線
引
き

や
新
た
な
「
谷
間
の
谷
間
」
を
作
り
出
す

恐
れ
が
あ
る
と
し
て
、
慎
重
な
対
応
を
求

め
ま
し
た
。

　

組
織
的
に
は
、
大
分
県
難
病
連
を
仲
間

に
迎
え
、
加
盟
3
4
団
体
刀
　
　
万
人
の
組
織
と

な
り
ま
し
た
。
来
年
は
、
結
成
1
0
周
年
を

迎
え
ま
す
。
患
者
運
動
の
一
層
の
前
進
を

求
め
て
1
0
周
年
を
確
信
を
持
っ
て
迎
え
ら

れ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

前
年
度
決
算
に
つ
い
て
は
、
座
込
み
行

動
な
ど
臨
時
の
支
出
が
多
く
、
予
算
を
上

回
る
収
入
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

前
年
度
の
繰
越
金
に
支
え
ら
れ
乗
り
切
れ

た
、
と
報
告
が
あ
り
、
つ
づ
い
て
、
会
計

監
査
か
ら
決
算
は
適
正
に
処
理
さ
れ
て
い

た
、
と
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

質
疑
の
の
ち
に
。
活
動
報
告
、
決
算
報

告
、
会
計
監
査
報
告
は
一
括
し
て
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
活
動
方
針
案
は
、
伊
藤
代
表
幹

事
が
次
の
よ
う
に
提
案
し
ま
し
た
。

　

阪
神
大
震
災
、
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
、

加
え
て
政
治
の
空
洞
化
と
経
済
の
混
乱
は

多
く
の
国
民
の
政
治
不
信
を
一
気
に
高
め

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
不
安

や
不
信
、
混
乱
の
中
に
あ
っ
て
も
、
国
は
医
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療
体
制
や
福
祉
を
発
展
さ
せ
る
方
向
を
示

し
得
ず
、
逆
に
国
民
の
権
利
と
し
て
の
社

会
保
障
を
縮
小
し
、
経
済
的
負
担
を
強
い

る
さ
ま
ざ
ま
な
改
悪
を
強
行
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
、
私
た
ち
は
、
国
の

責
任
を
国
民
に
転
嫁
す
る
方
向
に
は
断
固

と
し
て
反
対
し
、
国
籍
を
問
わ
ず
、
こ
の

国
に
住
む
す
べ
て
の
人
々
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
医
療
と
福
祉
の
社
会
を
め
ざ
し

て
、
大
き
く
連
帯
を
拡
げ
、
強
く
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

結
成
1
0
周
年
に
向
け
て
、
な
お
一
層
活

動
を
前
進
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

　

つ
づ
い
て
、
今
年
度
の
活
動
の
重
点
課

題
と
し
て
1
0
項
目
（
別
掲
）
を
提
案
し
ま

し
た
。

　

今
年
度
予
算
案
の
提
案
の
の
ち
に
、
活

発
な
質
疑
が
行
わ
れ
、
活
動
方
針
案
、
予

算
案
は
一
括
し
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
年
度
役
員
は
、
伊
藤
文
博
役
員
選
出

委
員
長
よ
り
提
案
、
代
表
幹
事
、
事
務
局

長
各
１
人
、
幹
事
3
4
人
、
会
計
監
査
２
人

の
立
候
補
者
全
員
を
原
案
通
り
承
認
。
つ

づ
い
て
、
幹
事
の
中
か
ら
、
新
し
く
常
任

幹
事
８
人
が
互
選
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
渡
米
三
常
任
幹
事
か
ら
「
総

会
ア
ピ
ー
ル
案
」
が
提
案
さ
れ
、
大
き
な

拍
手
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

閉
会
の
挨
拶
に
た
っ
た
山
崎
洋
一
常
任

幹
事
は
、
明
日
の
国
会
請
願
を
は
じ
め
、

今
年
一
年
間
、
仲
間
を
勇
気
づ
け
、
元
気

が
出
る
よ
う
、
全
力
を
挙
げ
て
活
動
に
取

り
組
み
ま
し
ょ
う
、
と
締
め
く
く
り
、
総

会
は
終
了
し
ま
し
た
。

◆
来
賓
（
敬
称
略
）

全
日
本
国
立
医
療
労
働
組
合

中
央
執
行
委
員
長
・
遠
山

　

亨

胆
道
閉
鎖
症
の
子
供
を
守
る
会

運
営
委
員
・
高
梨
直
人

東
京
ヘ
モ
フ
ィ
リ
ア
友
の
会

会
長
・
保
田
行
雄

東
京
ヘ
モ
フ
ィ
リ
ア
友
の
会
・

東
京
Ｈ
Ｉ
Ｖ
訴
訟
原
告
・
川
田
龍
平

◆
メ
ッ
セ
ー
ジ
（
敬
称
略
・
到
着
順
）

佐
賀
県
難
病
団
体
協
議
会
／
福
岡
県
難
病

団
体
連
絡
会
／
愛
知
県
難
病
団
体
連
合
会

／
日
本
児
童
家
庭
文
化
協
会
／
日
本
生
活

共
同
組
合
連
合
会
医
療
部
会
／
全
国
多
発

性
硬
化
症
友
の
会
／
新
進
党
・
坂
口
力
／

全
国
難
病
団
体
連
絡
協
議
会
／
全
国
保
険

医
団
体
連
合
会
／
全
国
労
働
組
合
総
連
合

／
新
日
本
医
師
協
会
／
中
央
社
会
保
障
推

進
協
議
会
／
埼
玉
県
障
害
難
病
団
体
協
議

会
／
日
本
共
産
党
・
正
森
成
二
／
日
本
医

療
労
働
組
合
連
合
会
／
日
本
共
産
党
・
佐

々
木
陸
海
／
全
日
本
民
主
医
療
機
関
連
合

会
／
民
主
改
革
連
合
・
萩
野
浩
基
／
新
進

党
・
勝
木
健
司
／
東
京
難
病
団
体
連
絡
協

議
会
／
全
国
じ
ん
肺
患
者
同
盟
／
広
島
難

病
団
体
連
絡
協
議
会
／
日
本
共
産
党
・
岩

佐
恵
美
／
日
本
共
産
党
・
西
山
登
紀
子
／

厚
生
省
保
健
医
療
局
長
・
松
村
明
仁
／
日

本
障
害
者
協
議
会
／
日
本
共
産
党
・
殼
田

恵
二
／
日
本
共
産
党
・
寺
前
巌
／
日
本
共

産
党
・
吉
川
春
子
／
日
本
機
関
紙
印
刷
所
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質
疑
応
答
か
ら

　

〈
山
本
幸
男
・
高
知
県
難
病
連
〉
重
点
課

題
に
阪
神
大
震
災
の
教
訓
と
し
て
の
災
害

医
療
が
掲
げ
ら
れ
て
い
な
い
、
加
え
る
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　

〈
田
沢
英
子
・
大
阪
難
病
連
〉
阪
神
大
震

災
の
よ
う
な
緊
急
時
に
、
医
療
・
福
祉
の

谷
間
に
お
か
れ
た
患
者
を
救
う
手
だ
て
を

早
急
に
確
立
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

〈
水
谷
幸
司
・
心
臓
病
〉
医
療
保
険
制
度

が
改
悪
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
反
対

運
動
を
提
起
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
考
え

ま
す
。
昨
年
の
座
り
込
み
に
参
加
し
た
人

達
は
、
行
動
に
参
加
し
て
元
気
が
出
た
と

言
っ
て
い
ま
す
。
「
元
気
の
出
る
活
動
方

針
案
」
と
は
、
行
動
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

生
ま
れ
て
く
る
の
で
は
。

　

《
伊
藤
代
表
幹
事
》
災
害
医
療
セ
ン
タ
ー

に
つ
い
て
、
研
究
・
討
議
し
て
具
体
的
に

提
案
し
て
い
き
た
い
。
医
療
保
険
制
度
に

つ
い
て
は
、
情
報
を
集
め
、
分
析
し
、
問

題
提
起
を
し
て
行
勣
し
て
い
き
た
い
。
今

後
は
、
分
か
り
や
す
く
、
み
ん
な
で
知
恵

を
出
し
合
い
、
目
に
見
え
る
運
動
に
し
て

３

い
き
た
い
。

《
小
林
事
務
局
長
》
災
害
医
療
に
つ
い
て
、

厚
生
省
は
調
査
研
究
班
を
再
編
成
し
、
緊

急
提
言
を
発
表
し
ま
し
た
。
今
回
の
震
災

で
Ｊ
Ｐ
Ｃ
が
申
し
入
れ
た
問
題
が
若
干
反

映
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
医
療
保
険
制

度
の
問
題
で
は
、
厚
生
省
保
険
局
長
が
「
今

後
の
高
齢
化
が
す
す
む
な
か
で
、
医
療
費

の
増
加
は
必
然
で
あ
る
」
と
言
い
切
っ
て

い
ま
す
。

　

〈
原
昌
治
郎
・
福
島
県
難
病
連
〉
Ｊ
Ｐ
Ｃ

１
０
周
年
の
記
念
事
業
と
し
て
、
具
体
的
に

ど
の
よ
う
な
準
備
を
し
て
い
る
の
か
。

　

〈
尾
本
次
生
・
大
阪
難
病
連
〉
諸
活
動
を

大
き
く
発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
の
財
源

が
、
予
算
案
を
見
て
可
能
だ
と
は
思
え
な

い
。
特
に
協
力
会
員
の
拡
大
を
強
力
に
す

す
め
る
こ
と
が
、
運
動
の
発
展
に
つ
な
が

る
と
考
え
ま
す
。

　

《
伊
藤
代
表
幹
事
）
記
念
事
業
は
、
今
年

度
を
準
備
期
間
と
し
て
、
患
者
運
動
に
ふ

さ
わ
し
い
も
の
を
計
画
し
た
い
。
ま
た
、

財
源
強
化
は
、
私
た
ち
の
運
動
を
理
解
し

て
も
ら
い
、
財
政
に
寄
与
す
る
協
力
会
員

の
拡
大
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。
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１

　

患
者
・
家
族
の
希
い
と
現
状
を
く
み
あ
げ
、
保
健
、
医
療
、

　

福
祉
、
教
育
、
就
労
、
住
宅
、
交
通
な
ど
、
幅
広
い
要
求
実

　

現
の
た
め
の
活
動
を
す
す
め
ま
す
。

２

　

総
合
的
な
難
病
対
策
の
推
進
と
、
地
域
の
難
病
対
策
の
中

　

心
と
し
て
、
ま
た
、
地
域
の
難
病
患
者
・
障
害
者
・
家
族
の

　

よ
り
ど
こ
ろ
と
な
る
難
病
セ
ン
タ
ー
を
全
国
都
道
府
県
に
実

　

現
さ
せ
る
運
動
を
す
す
め
ま
す
。

３

　

難
病
対
策
、
小
児
慢
性
特
定
疾
患
対
策
の
「
見
直
し
」
が
、

　

対
策
の
「
後
退
」
に
な
ら
な
い
よ
う
、
国
へ
の
働
き
か
け
を

　

を
強
め
、
さ
ら
に
充
実
発
展
さ
せ
る
運
動
を
す
す
め
ま
す
。

４

　

入
院
給
食
費
の
自
己
負
担
、
室
料
差
額
の
徴
収
、
付
添
看

　

護
廃
止
な
ど
、
健
康
保
険
法
の
改
悪
に
よ
る
患
者
・
家
族
へ

　

の
負
担
増
加
の
実
態
や
福
祉
八
法
改
正
に
よ
る
「
福
祉
の
市

　

町
村
格
差
」
の
実
態
を
調
査
し
、
格
差
を
解
消
し
改
善
を
求

　

め
る
運
勁
を
す
す
め
ま
す
。

５

　

医
療
法
改
悪
と
診
療
報
酬
改
訂
に
よ
る
重
症
患
者
の
入
院

　

拒
否
、
退
院
強
要
を
な
く
し
、
在
宅
介
護
の
家
族
負
担
を
軽

　

減
さ
せ
、
安
心
し
て
入
院
、
外
来
、
在
宅
で
の
診
療
を
受
け

　

ら
れ
る
よ
う
改
善
さ
せ
る
運
動
を
す
す
め
ま
す
。

６

　

老
齢
年
金
の
6
5
歳
支
給
開
始
の
給
付
切
り
下
げ
に
反
対
し
、

　

障
害
年
金
の
給
付
を
拡
大
し
、
障
害
者
、
難
病
患
者
、
病
弱

　

高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
年
金
制
度
改
革
と
無
年
金
障

　

害
者
の
一
日
も
早
い
救
済
を
め
ざ
す
運
動
を
す
す
め
ま
す
。

７

　

患
者
運
動
の
歴
史
と
辿
産
を
引
き
継
ぎ
、
患
者
運
動
の
理

　

論
化
と
政
策
提
案
づ
く
り
を
す
す
め
る
た
め
に
、
「
患
者
運

　

動
研
究
所
」
設
立
を
す
す
め
ま
す
。

８

　

安
定
し
た
財
源
を
保
証
す
る
た
め
の
Ｊ
Ｐ
Ｃ
協
力
会
貝
の

　

拡
大
運
動
を
強
化
し
ま
す
。

ｊ４１

ル
ー

ピ
’
．

ア会総

　　　

まさかと思っていた大地震が阪神地区を襲い、

　　

死者5500人を超える大惨事となりました。直下型、

　　

震度７の激震は、一瞬にして街を破壊し、多くの

　　

難病など慢性疾患をかかえる患者と家族の命をも

　　

うばいました。

　　　

被災者の中には､透析患者24人の死亡をはじめ、

　

命からがら逃げ込んだ避難所で、寒さとショック

　

から急死したベーチェット病患者や、停電で人工

　

呼吸器か止まったために、２日間も家族が手で動

　

かし続け、一命をとりとめたＡＬＳの患者もいま

　

した。また、患者会には地震発生直後から、「薬

　

がない」「病院がつぶれて受診できない」など救

　

援を求める悲痛な声が相次いで寄せられ、難病患

　

者、障害者ならではの悲惨な状況か数多くみられ

　

ました。

　　　

こんな時､全国各地に難病センターがあったら、

　　

もっと早く、もっと被災患者の要求に応える救援

　　

活動ができたのに、と残念でなりません。

　　　

あらためて、亡くなられた仲間とすべての被災

　

者に哀悼の意をあらわし、お見舞い申し上げると

　

ともに、国および自治体における防災対策の抜本

　

強化を、とりわけ、難病患者、障害者、高齢者の

　

緊急避難体制、医療体制の早期確立をつよく求め

　

ます。

　　

一方、今、私たちの療養生活をゆるがしている

　

社会保障の後退も、患者・家族にとっては、地震

　

におとらぬ大きな脅威です。

　　

近年、受益者負担が強化され、社会保障理念の

　

見直しがすすめられる中で、昨年改悪された年金

　

制度は、多くの無年金者を切り捨てたまま、保険

４５４

料の大幅引き上げや、支給開始年齢の繰り延べが

決められました。

　

また、私たち難病患者・家族をはじめとする多

くの国民が国会前に座り込み行動をするなどし、

反対したにもかかわらず入院給食は有料化されま

した。その後、入院患者にとっては経済的苦痛が

ましており、更に入院給食による新たな医療差別

が生まれてきております。アメニティ（快適）と

ひきかえに拡大された差額ベッドは、患者負担を

増やしただけではなかったでしょうか。

　

特定疾患患者のしぼりこみと研究班の統廃合な

どをねらう、難病対策の見直しも着々とすすめら

れ、低所得者に大幅な負担増となる国民健康保険

制度も改悪されました。

　

来年４月からは、すべての病院で付添い看護が

廃止されるため、どこまで行き届いた介護がなさ

れるのか、手のかかる患者の追い出しにも、いっ

そう拍車がかかりそうです。この他、新たな負担

を強いる介護保険制度の創設も検討されていま

す。

　

私たちは、防災対策や社会保障に経済効率優先

の考え方を持ち込むことには、絶対に反対です。

地震であれ、病気であれ、人の命にかかわる問題

に、政治や行政はもっと敏感で真剣であるべきで

す。

　

私たちは、言葉だけではない「人に優しい政治」

の実行と、真に「豊かさを実感できる社会」の実

現を心から願っています。

　

私たちＪＰ（⊃は、会結成の理念である「生命の

尊厳と何よりも人間を大切にする社会」の実現を

めざして運動をさらに前進させる決意です。

　　　　　　　　　　　　　　　　

1995年６月４日

日本患者・家族団体協議会（ＪＰＣ）第Ｕ］回総会

　　　　　　　　　　　　

1995- 7 、ＩＰＯΦ嶺●
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９

　

日
本
の
患
者
運
動
を
一
層
大
き
く
、
強
く
す
る
た
め
に
、

　

全
国
の
患
者
・
家
族
団
体
、
地
域
難
病
連
に
加
盟
を
お
誘
い

　

し
、
加
盟
団
体
の
相
互
理
解
と
相
互
援
助
、
連
帯
を
一
層
強

　

め
、
日
本
の
患
者
運
動
を
力
強
く
発
展
さ
せ
ま
す
。

１
０

　

Ｊ
Ｐ
Ｃ
結
成
1
0
周
年
に
向
け
て
、
一
層
の
活
動
の
強
化
と

　

連
帯
を
深
め
、
諸
準
備
を
す
す
め
る
と
と
も
に
、
今
秋
北
海

　

道
で
開
か
れ
る
「
日
本
の
医
療
・
福
祉
と
患
者
運
動
を
考
え

　

る
全
国
交
流
集
会
9
5
」
を
成
功
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

総
会
・
請
願
に

参
加
し
て

　
　

ひ
と
言

【1995年度　ＪＰＣ役員名簿】
役　　名 氏　　　名 所　属　団　体 役　　　名 氏　　　名 所　属　団　体

代表幹事 伊藤たてぉ 北海道難病連 幹　　　事 朝見　宏利

神田　菊三

森田　良恒

土倉　　匡

近藤　和正

山本　幸男

篠崎　雅吉

原田　恒夫

大中　幸雄

辻川　郁子

高畠　譲二

大泉　　廣

神崎　正男

河野　　都

安部　隆夫

佐々木　長

脇田　和美

兵庫県難病連

奈良県難病連

和歌山難病連

岡山県難病連

香川県難病連

高知県難病連

愛媛県難病連

言崎県難病連

鹿児島難病連

ス　　全　　協

日　　肝　　協

全　　低　　肺

全　　患　　協

パーキンソン

オストミー

日本患者同盟

もやもや病

事務局長 小林　孟史 全　　腎　　協

常任幹事 山崎　洋一

加納　正雄

濤　　米三

二木　一三

辻川　寿之

落合　希子

小関　　修

青山　静可

秋田県難宿運

京都難病運

大阪難病運

大分県難病連

全　　交　　災

心臓病守る会

全　　腎　　協

日　　喘　　運

幹　　　事 矢野　　肇

海和　博司

原　昌治郎

成田みっ江

黒崎　本一

瀬志木正夫

杉山　辰夫

安藤　晴美

葛城　貞三

北海道難海運

山形県難病運

福島県難病運

茨城県難病迎

群馬県難病連

長野県難病運

静岡県難病運

岐阜県難病運

滋賀県難病運

会計監査 村松　静夫

井上　尚直

静岡県難病連

日　　肝　　協

　
　

田
畑

　

和
子

　
　

・
北
海
道
難
病
連

　

北
海
道
難
病
連
の
活

動
を
始
め
て
1
9
年
に
な

り
ま
す
が
、
全
国
総
会

に
は
初
め
て
の
参
加
で

し
た
の
で
緊
張
も
し
ま

し
た
が
、
力
強
い
仲
間

が
日
本
中
で
活
躍
し
て
い
る
こ
と
を
肌
で

感
じ
る
事
が
出
来
て
感
動
し
ま
し
た
。

　

私
た
ち
の
活
動
は
、
患
者
が
先
頭
に
な

っ
て
行
政
を
動
か
さ
な
け
れ
ば
弱
い
立
場

の
者
は
置
き
去
り
に
さ
れ
る
だ
け
で
す
。

で
も
弱
い
者
で
も
力
を
合
わ
せ
れ
ば
国
を

も
動
か
す
事
が
出
来
ま
す
。

　

ス
タ
ー
ト
は
あ
っ
て
も
、
ゴ
ー
ル
の
な

い
果
て
し
な
い
運
動
で
す
が
、
難
病
患
者

を
社
会
に
位
置
づ
け
な
が
ら
、
よ
り
良
い

制
度
を
と
頑
張
っ
て
、
尊
い
生
命
を
な
く

し
た
先
輩
達
の
志
を
失
わ
な
い
よ
う
に
、

次
の
世
代
に
よ
り
良
い
形
で
バ
ト
ン
タ
ツ

Ｈ
Ｉ
Ｖ
訴
訟
支
援
を
訴
え
る
川
田
さ
ん

5廠

チ
し
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
の
全
国
交
流
集
会
は
北
海
道
の
札

幌
で
す
。
札
幌
の
Ｈ
月
の
上
旬
は
「
な
な

か
ま
ど
」
が
美
し
く
雪
の
ち
ら
つ
く
頃
で

す
。
風
邪
な
ど
に
気
を
つ
け
て
冬
の
コ
ー

ト
で
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。
北
海
道
難
病

連
み
ん
な
で
心
よ
り
全
国
の
皆
様
の
お
い

で
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　

脇

　

妙
子
・
岡
山
県
難
病
連

　

総
会
に
参
加
し
て
２
つ
の
こ
と
が
心
に

残
り
ま
し
た
。
私
は
地
域
の
お
母
さ
ん
達

と
子
育
て
運
動
を
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の

中
で
、
創
造
性
豊
か
な
子
ど
も
文
化
を
も

っ
て
い
る
社
会
は
と
て
も
豊
か
な
大
人
社

会
だ
と
い
う
こ
と
に
感
動
し
ま
し
た
。
総

会
の
最
初
の
挨
拶
で
、
障
害
を
持
っ
て
い

て
も
、
高
齢
で
も
、
病
気
で
苦
し
ん
で
い

る
一
番
弱
い
立
場
の
人
達
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
社
会
が
、
誰
に
と
っ
て
も
住
み
や

す
い
社
会
だ
と
い
う
こ
と
が
、
子
ど
も
の

文
化
と
重
な
っ
て
「
そ
う
だ
」
と
思
い
ま

し
た
。

　

も
う
一
つ
は
、
活
動
方
針
の
中
で
8
6
の

　

「
私
た
ち
の
ね
が
い
」
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
達
成
目
標
は
何
％
か
と
い
う
質
間
が
あ

り
ま
し
た
が
、
具
体
的
な
数
値
を
達
成
す

る
の
で
は
な
く
、
「
ね
が
い
」
を
患
者
会

に
持
ち
帰
り
、
皆
で
討
議
し
、
理
解
し
て

い
く
こ
と
が
活
動
に
結
び
つ
き
、
さ
ら
に

広
が
り
実
現
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
と
い

4551995－ 7上川＞卜O　
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う
発
言
で
し
た
。
「
こ
う
な
っ
た
ら
い
い

な
あ
」
と
い
う
夢
を
語
り
合
い
、
共
感
し

合
え
る
仲
間
が
い
る
と
い
う
事
、
そ
の
輪

が
広
が
っ
て
い
く
事
が
「
私
た
ち
の
ね
が

い
」
の
実
現
に
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
だ

と
思
い
ま
し
た
。

　

総
会
に
参
加
で
き
た
こ
と
で
。
岡
山
の

事
務
局
に
い
て
も
、
全
国
の
方
々
と
つ
な

が
り
が
で
き
、
運
動
に
展
望
を
持
て
、
人

と
接
し
て
い
け
そ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　
　
　
　

大
山
美
貴
代
・
鹿
児
島
難
病
連

　

総
会
で
は
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
の
川
田
龍
平
氏
の

「
私
は
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
と
し
て
名
乗
っ
た

の
で
は
な
く
、
薬
害
の
被
害
者
と
し
て
マ

ス
コ
ミ
に
発
表
し
た
の
で
す
」
と
、
薬
害

の
怖
さ
を
身
を
呈
し
て
み
ん
な
の
前
に
発

表
し
て
い
る
彼
に
大
き
な
人
間
愛
を
感
じ

ま
し
た
。
ま
た
、
阪
神
大
震
災
で
は
、
大

署
名
簿
を
手
に
議
員
を
訪
問

阪
で
震
災
に
遭
わ
れ
、
小
児
糖
尿
病
の
1
9

歳
以
上
の
子
供
た
ち
の
た
め
に
、
地
元
で

薬
事
法
違
反
を
承
知
で
、
東
奔
西
走
し
て

や
っ
と
薬
を
患
者
さ
ん
に
届
け
た
と
の
話

が
あ
り
ま
し
た
。
彼
女
の
な
り
ふ
り
か
ま

わ
ぬ
活
動
、
こ
れ
も
人
間
愛
で
あ
ろ
う
。

　

夜
の
交
流
会
、
頭
が
ち
ょ
っ
と
し
た
パ

ニ
ッ
ク
に
陥
っ
て
し
ま
っ
た
。
ど
う
し
て

こ
ん
な
に
知
っ
て
い
る
の
、
な
ぜ
？
私
が

知
っ
て
い
る
の
は
せ
い
ぜ
い
腎
臓
病
の
こ

と
く
ら
い
。
こ
こ
に
い
る
人
達
は
自
分
の

病
気
以
外
の
こ
と
も
詳
し
く
勉
強
し
て
い

る
。
行
政
と
の
こ
と
、
生
活
の
あ
り
方
、

話
を
聞
け
ば
聞
く
ほ
ど
、
自
分
の
勉
強
不

足
が
悔
や
ま
れ
る
。

　

意
義
深
い
、
そ
し
て
考
え
さ
せ
ら
れ
る

二
日
間
で
あ
っ
た
。
今
後
の
活
動
の
糧
と

し
て
役
立
て
て
行
き
た
い
。

　
　
　
　

望
月

　

啓
子
・
長
野
県
難
病
連

　

総
会
に
参
加
す
る
ご
と
に
、
「
井
の
中

の
蛙
」
の
思
い
に
か
ら
れ
ま
す
。

　

今
、
私
た
ち
の
地
域
で
は
「
福
祉
医
療

費
の
窓
口
立
替
払
い
の
廃
止
」
運
動
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
な
か
な
か
当
事
者
の

声
が
あ
が
っ
て
来
な
い
た
め
、
困
難
な
現

状
で
す
。
県
内
で
の
実
施
は
岡
谷
市
と
臼

田
町
の
み
で
す
。
県
難
病
連
を
は
じ
め
、

各
団
体
が
頑
張
っ
て
運
動
を
し
て
い
ま
す

が
実
施
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
れ
か

ら
も
地
域
の
声
を
生
か
し
な
が
ら
一
日
も

６

早
く
実
現
し
、
弱
者
の
安
心
出
来
る
環
境

に
と
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

総
会
会
場
に
熱
意
が
あ
ふ
れ
、
私
た
ち

一
人
ひ
と
り
が
抱
え
る
難
問
題
の
一
日
で

も
早
い
解
決
を
望
み
ま
す
。

　
　
　
　
　

沖
野

　

宏
・
高
知
県
難
病
連

　

全
国
の
仲
間
が
苦
労
し
て
集
め
た
署
名

簿
を
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
に
地
元
紹
介
議

員
に
、
院
へ
の
提
出
を
お
願
い
に
ま
わ
っ

た
。
そ
の
結
果
、
こ
の
請
願
が
衆
参
両
院

で
採
択
さ
れ
た
と
の
通
知
が
あ
り
、
言
葉

に
は
表
さ
れ
な
い
よ
う
な
嬉
し
さ
を
実
感

し
ま
し
た
。

　

地
方
議
会
へ
の
請
願
も
昨
年
、
「
Ａ
Ｌ

Ｓ
協
会
高
知
県
支
部
」
が
行
い
、
採
択
さ

れ
た
が
、
国
権
の
最
高
機
関
で
あ
る
国
会

で
の
こ
と
で
も
あ
り
。
や
は
り
規
模
も
違

い
、
そ
の
雰
囲
気
に
圧
倒
さ
れ
た
と
い
う

の
が
実
態
で
あ
っ
た
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
牛
歩
の
歩
み
で
あ

る
か
も
し
れ
な
い
が
、
少
し
ず
つ
私
た
ち

難
病
患
者
の
言
い
分
を
「
聞
く
」
姿
勢
に

な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
を
感
じ
て
、
非
常

に
嬉
し
く
思
っ
た
。

　

し
か
し
、
常
に
そ
の
よ
う
な
「
声
」
を

出
し
て
い
な
い
と
、
向
こ
う
は
何
も
や
ろ

う
と
は
し
な
い
。
日
本
の
国
の
薄
情
さ
も
、

一
緒
に
伝
わ
っ
て
き
た
こ
と
で
、
ほ
ん
と

に
「
悲
喜
こ
も
ご
も
」
と
い
う
と
こ
ろ
で

あ
っ
た
。

議員に要請する代表

　
　
　

古
川

　

伸
吾
・
近
畿
つ
ぽ
み
の
会

　

初
め
て
近
畿
つ
ぽ
み
の
会
の
代
表
の
一

員
と
し
て
国
会
請
願
に
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
何
の
力
に
も
な
れ
な
か
っ

た
と
思
い
ま
す
が
、
私
た
ち
が
昨
年
手
分

け
し
て
集
め
た
署
名
が
。
さ
ま
ざ
ま
な
手

間
と
苦
労
を
重
ね
て
、
こ
の
よ
う
に
し
て

中
央
に
到
着
し
た
ん
だ
と
思
う
と
、
何
と

か
私
た
ち
の
願
い
が
通
じ
る
よ
う
、
自
然

と
力
が
入
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
し
た
。
あ

わ
せ
て
小
児
糖
尿
病
の
抱
え
て
い
る
問
題

も
訴
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
い
つ
か
こ
の

よ
う
な
地
道
な
活
動
が
、
成
果
と
し
て
現

れ
る
日
が
く
る
ん
だ
と
い
う
希
望
と
、
全

国
に
こ
れ
だ
け
多
く
の
仲
間
と
支
援
し
て

く
れ
る
人
達
が
い
る
こ
と
に
勇
気
づ
け
ら

れ
、
帰
阪
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
機
会

を
得
ら
れ
た
こ
と
に
感
謝
し
ま
す
。

1995-７ ＪＰＯ刎申菌４５６
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(単位：円)

1994年度決算報告

自:1994.4.1

　

至:1995.3.31

収

入

の

部

項　　　目 予算額 決算額 予算比 備　　　　　　　考
分　　　担　　　金

t島　力　会　費

機関誌購読料

募　　　　　　　金

寄　　　付　　　金

雑　　　収　　　人

3,850, ono

2, 100, (100

　　900,000

5, 000, 000

8, 000, 000

　　　75, 874

3, 954, 460

1,212,000

　　511, 5( 0

4, 445, 375

9, 880, 175

　　149,723

102.7

　57.7

　56.8

　88.9

123.5

197.3

40 4口

有料1晴‘読353部

国会請願募金地

物品販売・花火還元

郎冴子利息

小　　　　　　　　計19,925,874 20,153,233 ！01.1

前　期　繰　越 2,574,126 2, 574,126 100.0

合　　　　　　　計 22, 500, 000 22,727,359 101.0

支

出

の

部

会　　　議　　　費

機関誌発行費

印　　　刷　　　費

旅　費　行　動　費

事　　　業　　　費

調　査　研　究　費

通　　　信　　　賢

人　　　件　　　費

事　務　所　費

備品消耗品費

協力会費還元支出

寄付金還元支出

事務所設置積立金

雑　　　　　　　費

2, 800, 000

1,320,000

2, 10(〕,000

　　250,000

1,500,000

　　100,000

　　900. 000

5,341,820

　　960, 000

　　550,000

　　630,000

4, 500,000

　　500,000

　　　48, 180

3,065,470

　　742,734

1,834,547

　　432,378

2,264,907

　　　22,660

　　647, 165

5,355, 163

　　960,000

　　424,326

　　353,700

5,501,219

　　50 0, nno

　　　47, 995

109.5

　56.3

　87.4

173.0

151.0

　22.7

　71.9

100.2

100.0

　77.2

　56.1

122.2

10 0 .0

　99.6

総会､幹事会､常任幹事会他

仲間印刷代、送料他

署名用紙､チラシ､資料

常任幹事・事務局行動費

交流会．海外研修派遣など

図書

切手代､電話代､振込手数料

事務局員給与、アルバイト他

琲務所家賃．共益費他

什器備品類、リース代など

協力会費還元分

取扱団体還元分

94年度分積み立て

慶弔費他

/お　　　　　　　　訓･

予　　　備　　　費

21,500, ono

　1,000,000

22,152,264

　　　　　　　０

103.0

　　０．０

合　　　　　　　　計 22,500,000 22,152,264 98.5

会
計
監
査
報
告
書

　

一
九
九
四
年
度
「
日
本
患
者
・
家
族
団

体
協
識
会
」
の
決
算
に
つ
い
て
、
会
計
帳

簿
類
、
証
ひ
ょ
う
類
、
現
金
、
預
金
な
ど

の
Ｉ
切
に
つ
い
て
監
査
し
た
結
果
、
す
べ

て
適
正
に
処
理
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
認
め

報
告
し
ま
す
。

　

一
九
九
五
年
五
月
九
日

会
計
監
査

　

同

瀬
志
本

佐

　

藤

尚正

直夫

図図

(単位：円)

　　

1995年度予算

自:1995.4.1

　

至:1996.3.31

７

収

入

の

部

項　　　目 94年度決算 95年度予算 構成比 備　　　　　　　　　　　　　　考
分　　　担　　　金

協　　力　　会　　費

機関誌購読料
ｇ　　　　　　　　金

寄　　　付　　　金

雑　　　収　　　入

3, 954, 460

1,212,000

　　511,500

4,445,375

9, 880,175

　　149,723

　4,200,000

　3,000,000

　　　900, 000

　5,000,000

10,590,000

　　　234,905

17.1

12.2

　3.7

20.4

43.2

　1.0

前年度決算額の１％以上

1000口
有mmm分･

国会請願募金他
物品販売還元・一般寄付

利息，渠会収支など
/お　　　　　　　　i汁 20,153,233 23,924,905 97.7

前　期　繰　越 2, 574,126 575, 095 2.3

合　　　　　　　計 22,727,359 24,500,000 lon.o

支

出

の

部

会　　　議　　　費

機関誌発行費

印　　　刷　　　費

方拓　iy　ぞ子　動　一穴

事　　　業　　　費

調　査　研　究　費

通　　　信　　　費

人　　　件　　　費

ボ　務　　所　　穴

備品消耗品費

協力会費還元支出

寄付金還元支出

事務所設置積立金

雑　　　　　　　　費

3, 065. 470

　　742,734

1,834,547

　　432, 378

2, 264, 907

　　　22, 660

　　647, 165

5, 355, 163

　　960, 000

　　424,326

　　353, 700

5,501,219

　　500, 000

　　　47,995

3, 200, UOO

　　990, 000

1,900,000

　　300, 000

2, 000, 000

　　　50, 00(

　　800, 000

5, 783, 620

　　960,000

　　450, 000

　　900, 000

6, 330, 000

　　500, 000

　　　36, 380

13.1

　4.0

　7.8

　1.2

　8.2

　0.2

　3.3

23.6

　3.9

　1.8

　3.7

25.8

　2.0

　0.1

総会、幹事会、常任幹事会他

ＪＰＣの仲間印刷．送料他

署名用紙、チラシ、資料他

出張旅費、各種行動費

研修会、海外研修派遣他

1'}籍購入他

切手代、電話代、振込手数料

琲務局員給与、アルバイト他

事務所家賃、共益費他

什器備品類、リース代他

協力会費還元分

取扱団体還元分

慶弔費他

/B　　　　　　　　ll十

次　　期　　繰　越

予　　　備　　　費

22, 152,264

　　　575, ( 95

　　　　　　　0

24,200,000

　　　　　　　0

　　　300, 000

98.8

　0.0

　1.2 緊急行動費他

゛ヽ　　　　　　　計 22, 727, 359 24, 500, 000 100.0

４５７
JP4●Φ韓国
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卜」目

社制審
||勧告

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○

介
護
保
険
の
創
設
促
す
剛

　

一
層
の
負
担
増
で
社
会
保
障
祠
構
芦
臓

　

罰
甚
ぶ
諮
問
機
関
で
あ
る
社
会
保
障
制
度
審
議
会
（
会
長
・
隅
谷
三
喜
男
）
は
７

月
４
日
、
2
1
世
紀
の
高
齢
化
社
会
に
向
け
公
的
介
護
保
険
の
創
設
な
ど
社
会
保
障
制

度
の
改
革
を
求
め
た
勧
告
「
社
会
保
障
体
制
の
再
構
築
」
を
ま
と
め
、
村
山
首
相
に

提
出
し
ま
し
た
。
社
会
保
障
制
度
全
体
を
見
直
す
勧
告
は
6
2
年
以
来
3
3
年
ぶ
り
で
す
。

　

勧
告
は
、
「
増
大
す
る
社
会
保
障
の
財
源
と
し
て
社
会
保
険
料
負
担
が
中
心
と
な

る
の
は
当
然
」
と
い
い
、
現
在
、
老
人
保
健
福
祉
審
議
会
で
検
討
さ
れ
て
い
る
「
介

護
保
険
」
に
つ
い
て
「
制
度
の
運
用
に
要
す
る
財
源
は
主
と
し
て
公
的
介
護
保
険
を

基
盤
と
す
べ
き
で
あ
る
」
と
提
唱
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
医
療
保
険
制
度
や
老
人
保

健
制
度
の
仕
組
み
全
体
を
「
給
付
と
負
担
の
公
平
」
の
名
の
も
と
に
見
直
す
べ
き
で

あ
る
と
し
て
い
ま
す
。

2
1
世
紀
の
社
会
に
向
け
た
改
革

改
革
の
基
本
方
向

　

国
民
が
自
立
と
社
会
連
帯
の
考
え
を
強

く
も
ち
、
不
安
に
対
応
す
る
基
本
的
視
点

に
立
っ
て
、
社
会
保
障
制
度
を
改
革
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

ま
ず
第
一
に
、
す
べ
て
の
国
民
が
社
会

保
障
の
心
、
す
な
わ
ち
自
立
と
社
会
連
帯

の
考
え
を
強
く
も
つ
こ
と
で
あ
る
。
社
会

保
障
制
度
に
は
、
同
一
世
代
の
助
け
合
い

の
ほ
か
。
世
代
間
の
扶
養
関
係
も
あ
る
。

長
期
に
わ
た
る
社
会
連
帯
が
社
会
保
障
制

度
の
基
本
で
あ
る
。

　

第
二
に
、
社
会
保
障
は
国
民
の
不
安
に

有
効
に
対
処
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
社
会
保
障
制
度
が
何
に
つ
い
て
ど

こ
ま
で
保
障
す
る
か
を
明
確
に
し
、
そ
れ

に
つ
い
て
国
民
が
十
分
理
解
す
る
こ
と
は

極
め
て
重
要
で
あ
る
。

　

第
三
に
、
社
会
保
障
の
主
体
が
国
民
で

あ
る
こ
と
を
明
確
に
し
、
社
会
保
障
へ
の

国
民
の
信
頼
を
築
い
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　

第
四
に
、
社
会
保
障
全
般
に
わ
た
っ
て
、

公
平
性
や
効
率
性
と
い
う
観
点
か
ら
統
合

や
一
元
化
の
方
向
を
さ
ら
に
進
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　

第
五
に
、
国
際
社
会
に
お
い
て
積
極
的

な
国
際
貢
献
の
果
た
せ
る
よ
う
に
す
る
こ

と
も
当
然
の
要
請
で
あ
る
。

　

最
後
に
、
改
革
を
推
進
す
る
に
当
た
っ

て
は
、
国
民
が
積
極
的
に
改
革
案
策
定
の

合
意
形
成
過
程
に
参
加
し
、
意
見
を
述
べ

る
機
会
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ

の
た
め
に
は
、
情
報
の
公
開
体
制
が
不
可

欠
で
あ
る
。

改
革
の
具
体
策

　

健
や
か
な

　
　

生
活
の
た
め
に

　

医
療
供
給
体
制
の
安
定
及
び
医
療
資
源

の
適
正
か
つ
効
率
的
な
配
分
と
い
う
観
点

か
ら
、
医
療
保
障
制
度
の
抜
本
的
な
改
革

を
行
い
つ
つ
、
生
活
の
質
に
も
配
慮
し
た

施
策
の
展
開
が
要
請
さ
れ
る
。

　

わ
が
国
の
医
療
保
険
制
度
は
幾
つ
も
の

制
度
に
分
か
れ
て
、
そ
の
間
に
給
付
と
負

担
の
面
で
の
格
差
が
あ
る
が
、
可
能
な
限

り
公
平
な
制
度
に
し
、
誰
で
も
容
易
に
か

つ
等
し
く
必
要
な
医
療
を
受
け
ら
れ
る
国

民
皆
保
険
の
理
念
を
実
現
す
る
こ
と
が
望

ま
し
い
。
国
民
皆
保
険
体
制
は
。
被
用
者

保
険
制
度
と
国
民
健
康
保
険
制
度
と
の
二

つ
に
大
別
さ
れ
る
。
し
か
し
、
国
保
制
度

は
今
後
そ
の
運
営
は
ま
す
ま
す
困
難
な
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
国
、
都
道
府
県
及
び

市
町
村
が
一
体
と
な
っ
た
支
援
。
制
度
間

・
保
険
者
間
の
財
政
調
整
の
強
化
、
広
域

化
、
保
険
料
負
担
の
適
正
化
を
図
る
措
置

を
講
ず
べ
き
で
あ
る
。
被
用
者
保
険
制
度

に
つ
い
て
も
、
退
職
後
の
高
齢
者
な
ど
制

度
の
見
直
し
も
検
討
に
値
す
る
。
今
後
の

介
誕
の
あ
り
方
に
関
連
し
て
、
老
人
保
健

制
度
を
公
平
性
の
観
点
か
ら
全
般
に
わ
た

っ
て
抜
本
的
に
見
直
す
必
要
が
あ
る
。

　

医
療
資
源
の
適
正
配
分
を
図
る
た
め
、

医
療
保
険
の
給
付
や
範
囲
の
見
直
し
が
必

要
で
あ
る
。
医
療
サ
ー
ビ
ス
及
び
関
連
サ

ー
ビ
ス
の
質
を
高
め
、
適
正
な
給
付
を
す

る
た
め
に
は
、
応
分
の
利
用
者
負
担
は
避

け
ら
れ
な
い
。
現
在
の
診
療
報
酬
制
度
も

抜
本
的
に
見
直
す
必
要
が
あ
る
。

　

介
護
の
不
安
を

　
　

解
消
す
る
た
め
に

　

高
齢
化
に
伴
う
要
介
護
者
数
の
増
加
、

要
介
護
状
態
の
長
期
化
、
受
け
皿
で
あ
る

基
盤
整
備
の
立
ち
遅
れ
は
、
制
度
上
の
制

約
と
相
ま
っ
て
、
家
族
に
よ
る
介
護
放
棄

な
ど
の
問
題
を
引
き
起
こ
す
な
ど
、
一
層

深
刻
化
し
て
い
る
。
今
後
、
介
護
保
障
制

度
を
確
立
し
て
い
く
こ
と
は
、
国
民
に
健

や
か
で
安
心
で
き
る
生
活
を
保
障
す
る
上

で
最
も
緊
急
か
つ
重
要
な
施
策
で
あ
る
。

　

介
護
保
障
制
度
の
確
立
の
た
め
ま
ず
必

☆＋０∧ヶ
７

1995-

要
な
こ
と
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
人

　

ぶ

材
の
確
保
、
介
護
施
設
の
整
備
な
ど
サ
ー

　

バ
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ビ
ス
供
給
体
制
を
整
備
す
る
こ
と
で
あ
る

が
、
国
や
地
方
公
共
団
体
の
整
備
目
標
は

極
め
て
不
十
分
で
あ
る
。
施
設
設
備
の
水

準
を
引
き
上
げ
、
各
種
施
設
を
必
要
不
可

欠
な
社
会
資
本
と
位
置
付
け
て
、
重
点
的

に
整
備
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

各
種
サ
ー
ビ
ス
が
要
介
護
者
に
総
合
的

に
提
供
さ
れ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
各
地
域

ご
と
に
整
備
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
、
利
用
に
資
す
る
た
め
、
相
談
窓
口

の
一
本
化
、
手
続
き
の
簡
素
化
が
必
要
。

各
種
施
設
の
間
で
利
用
者
負
担
金
、
サ
ー

ビ
ス
な
ど
に
格
差
が
生
じ
て
い
る
た
め
、

整
合
性
の
と
れ
た
体
系
に
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
基
盤
整
備
は
一
般
財

源
に
依
存
す
る
に
し
て
も
、
制
度
の
運
用

は
公
的
介
護
保
険
を
基
盤
と
す
べ
き
で
あ

る
。
公
的
介
護
保
険
は
、
強
制
加
入
に
よ

り
す
べ
て
の
人
の
要
介
護
の
リ
ス
ク
を
カ

バ
ー
す
る
こ
と
が
で
き
、
負
担
を
増
や
す

こ
と
な
く
必
要
に
応
じ
て
介
護
の
給
付
を

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
賦
課
方
式

の
公
的
保
険
で
あ
れ
ば
、
イ
ン
フ
レ
の
リ

ス
ク
に
も
対
応
で
き
、
か
つ
、
現
在
既
に

要
介
護
の
状
態
に
あ
る
人
々
に
も
制
度
成

立
と
同
時
に
給
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

ど
の
よ
う
な
社
会
保
険
方
式
に
す
る
か

は
、
医
療
保
険
制
度
、
老
人
保
健
制
度
な

ど
医
療
保
障
制
度
全
体
に
わ
た
っ
て
見
直

し
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。

　

所
得
安
定
の
た
め
に

　

就
業
の
意
欲
と
能
力
を
有
す
る
者
は
少

な
く
と
も
6
5
歳
程
度
ま
で
就
業
で
き
る
よ

う
な
社
会
の
仕
組
み
を
作
り
上
げ
る
と
と

も
に
、
現
役
世
代
の
所
得
水
準
と
バ
ラ
ン

ス
が
と
れ
た
、
安
定
し
た
公
的
年
金
制
度

を
作
り
上
げ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
公

的
年
金
を
補
完
す
る
た
め
の
私
的
年
金
の

役
割
を
明
確
に
し
、
そ
の
積
み
立
て
ら
れ

た
資
金
等
の
安
定
性
の
確
保
策
も
講
じ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

年
金
財
政
の
長
期
安
定
が
図
ら
れ
る
よ

う
に
、
被
用
者
年
金
制
度
を
一
元
化
す
べ

き
で
あ
る
。
無
年
金
者
、
低
年
金
者
に
対

し
て
は
、
保
険
料
免
除
や
国
庫
負
担
割
合

の
見
直
し
を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

老
齢
年
金
受
給
者
の
権
利
取
得
の
資
格
要

件
で
あ
る
2
5
年
を
見
直
す
べ
き
で
あ
る
。

各
制
度
共
通
の
年
金
番
号
の
導
入
を
急
ぎ

事
務
処
理
の
一
元
化
、
無
年
金
者
の
発
生

を
防
止
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
無
年
金

者
で
あ
る
障
害
者
の
所
得
保
障
の
問
題
に

つ
い
て
も
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

社
会
保
障
制
度
は
、
世
帯
単
位
か
ら
個

人
単
位
に
組
替
え
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

　

子
供
と
女
性
の

　
　

環
境
づ
く
り
の
た
め
に

　

高
齢
社
会
と
少
子
社
会
は
表
裏
の
関
係

に
あ
る
。
女
性
が
働
き
や
す
く
、
家
庭
と

仕
事
が
両
立
で
き
る
環
境
づ
く
り
と
喜
び

９１

と
希
望
を
も
っ
て
子
供
を
産
み
、
そ
の
子

供
が
健
や
か
に
育
つ
環
境
づ
く
り
と
は
密

接
に
関
連
す
る
。
2
1
世
紀
に
と
っ
て
重
要

な
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
こ
の
環
境
づ
く
り
に

つ
い
て
は
、
多
種
多
様
な
施
策
の
展
開
を

望
み
た
い
。

　

育
児
環
境
の
整
備
の
一
環
と
し
て
児
童

手
当
制
度
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
必
要
が

あ
る
が
、
そ
の
際
、
税
制
の
児
童
扶
養
控

除
や
企
業
に
よ
る
家
族
手
当
と
の
調
整
に

考
慮
が
払
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
出

産
、
育
児
、
介
護
等
と
就
業
と
の
両
立
を

支
援
す
る
施
策
と
し
て
、
労
働
環
境
、
育

児
休
業
・
介
護
休
業
の
定
着
普
及
、
経
済

的
支
援
な
ど
総
合
的
に
講
じ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　

障
害
を
も
つ
人
々
の

　
　

社
会
参
加
の
た
め
に

　

障
害
者
施
策
は
、
障
害
者
自
身
の
自
立

を
確
保
し
つ
つ
、
物
理
的
・
制
度
的
な
障

壁
を
始
め
、
文
化
・
情
報
面
、
意
識
上
の

障
壁
を
除
去
し
、
障
害
者
が
社
会
活
動
に

自
由
に
参
加
で
き
る
社
会
づ
く
り
を
目
指

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

障
害
者
の
自
立
に
必
要
な
施
策
、
障
害

者
自
身
の
家
族
形
成
等
に
重
点
を
指
向
す

る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
介
護
等
障
害
者

の
家
族
に
対
す
る
援
助
の
施
策
も
充
実
さ

せ
る
必
要
が
あ
る
。

　

障
害
者
の
実
雇
用
率
は
上
昇
し
つ
つ
あ

る
が
、
依
然
と
し
て
法
定
雇
用
率
を
下
回

つ
て
お
り
、
特
に
重
度
障
害
者
に
つ
い
て

　

お

立
ち
遅
れ
が
み
ら
れ
る
ひ
ま
た
ヽ
精
神
障

　

ｙ

害
者
に
対
す
る
社
会
福
祉
対
策
等
の
面
で

の
立
ち
遅
れ
が
著
し
い
。

　

担
い
手

　
　

づ
く
り
の
た
め
に

　

保
健
・
医
療
・
福
祉
の
施
策
の
展
開
に

は
今
ま
で
以
上
の
人
材
を
必
要
と
し
、
そ

の
担
い
手
の
確
保
の
た
め
、
施
策
の
実
現

に
全
力
を
挙
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

人
材
の
確
保
に
は
、
労
働
条
件
や
福
利

厚
生
面
の
大
幅
な
改
善
が
欠
か
せ
な
い
。

ま
た
、
業
務
の
社
会
的
評
価
を
高
め
、
人

材
の
量
的
確
保
を
図
る
と
同
時
に
、
質
の

向
上
を
図
る
こ
と
も
不
可
欠
で
あ
る
。

　

施
設
の

　
　

充
実
の
た
め
に

　

地
域
で
の
社
会
福
祉
施
策
展
開
の
核
と

し
て
施
設
が
十
分
整
備
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
遅
れ
の
著
し
い
都
市
部
で
の
充

実
策
が
配
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

施
設
に
つ
い
て
は
収
容
施
設
か
ら
生
活

施
設
へ
転
換
し
、
在
宅
と
同
じ
よ
う
な
環

境
に
近
づ
け
る
必
要
が
あ
り
、
個
室
化
、

介
護
職
員
の
配
置
定
数
の
改
善
が
必
要
。

サ
ー
ビ
ス
の
即
応
性
や
メ
ニ
ュ
ー
の
多
様

性
、
利
用
者
の
選
択
権
等
を
尊
重
す
る
た

め
、
現
在
の
措
置
制
度
は
見
直
す
べ
き
で

あ
る
。
総
体
的
に
施
設
の
量
的
な
整
備
は

遅
れ
て
お
り
、
縦
割
り
行
政
を
打
破
し
。

　
　
　
　
　
　
　

（
次
ペ
ー
ジ
に
つ
づ
く
）

７
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施
設
の
複
合
化
。
高
層
化
な
ど
各
種
の
推

進
策
を
講
じ
る
こ
と
が
急
が
れ
る
。

　

安
心
し
て
住
め
る
家

　
　

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に

　

住
宅
、
ま
ち
づ
く
り
は
従
来
社
会
保
障

制
度
に
密
接
に
関
連
す
る
と
の
視
点
が
欠

け
て
い
た
。
こ
の
た
め
、
高
齢
者
、
障
害

者
等
の
住
み
や
す
さ
と
い
う
点
か
ら
み
る

と
、
諸
外
国
に
比
べ
て
極
め
て
立
ち
遅
れ

て
い
る
分
野
で
あ
る
。
今
後
は
、
可
能
な

限
り
こ
の
視
点
で
の
充
実
に
努
力
を
注
が

○
基
本
的
な
考
え
方

　

イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
ー
コ
ン
セ
ン
ト
に

は
、
①
医
療
従
事
者
側
か
ら
の
十
分
な
説

明
と
②
患
者
側
の
理
解
、
納
得
、
同
意
、

選
択
と
い
う
二
つ
の
局
面
が
あ
る
。
幅
広

い
内
容
を
含
む
も
の
で
あ
っ
て
、
単
に
医

療
従
事
者
が
形
式
的
な
説
明
を
す
る
こ
と

で
も
な
け
れ
ば
、
患
者
の
サ
イ
ン
を
求
め

れ
た
い
。

　

住
宅
は
豊
か
な
社
会
に
お
け
る
豊
か
な

生
活
を
送
る
た
め
の
も
の
と
し
て
は
余
り

に
も
水
準
が
低
く
、
社
会
福
祉
や
医
療
負

担
を
重
く
し
て
い
る
要
因
で
あ
る
。
「
住

み
慣
れ
た
家
」
の
安
全
性
や
快
適
性
、
福

祉
用
具
の
利
用
可
能
性
が
あ
ら
た
め
て
問

わ
れ
て
い
る
。
今
後
は
、
身
体
機
能
が
衰

え
た
者
に
と
っ
て
障
害
と
な
る
も
の
を
取

り
除
い
た
バ
リ
ア
フ
リ
ー
住
宅
の
建
設
や

公
的
助
成
に
よ
る
改
造
が
必
要
で
あ
る
。

る
も
の
で
も
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

第
一
の
面
は
、
医
療
従
事
者
側
か
ら
患

者
の
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
懇
切
丁
寧
な

説
明
が
、
あ
ら
ゆ
る
医
療
の
提
供
に
お
い

て
必
要
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ

る
べ
き
で
あ
る
。

　

第
二
は
、
患
者
本
人
の
意
思
が
最
大
限

尊
重
さ
れ
る
の
が
狙
い
で
あ
っ
て
、
患
者

に
医
療
内
容
等
に
つ
い
て
の
選
択
を
迫
る

こ
と
が
本
来
の
意
味
で
は
な
い
。

①

　

目
的
と
理
念

　

わ
が
国
に
お
け
る
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
ー

コ
ン
セ
ン
ト
は
、
患
者
の
権
利
の
主
張
と

医
療
従
事
者
の
責
任
回
避
と
い
う
対
立
的

側
面
で
と
ら
え
る
べ
き
で
は
な
く
、
よ
り

良
い
医
療
環
境
を
築
く
と
い
う
基
本
的
な

考
え
方
に
基
づ
く
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
ー
コ
ン
セ
ン
ト

の
成
立
に
は
、
患
者
と
医
療
従
事
者
の
関

・１０

ま
た
、
高
齢
者
や
障
害
者
が
在
宅
で
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
た
め
に
は
、
介
護
ケ
ア
付

き
住
宅
の
整
備
が
必
要
で
あ
る
。

　

個
人
の
権
利
を
制
限
し
て
も
ま
ち
自
体

を
住
民
共
有
の
公
共
財
と
す
る
総
体
的
な

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
は
不
可
欠
で
あ
る
。

　

国
民
の
理
解
を

　
　

得
る
た
め
に

　

す
べ
て
の
施
策
は
そ
れ
を
国
民
が
理
解

し
納
得
し
、
い
か
に
推
進
す
る
か
に
か
か

っ
て
い
る
。
社
会
保
障
制
度
の
充
実
の
成

係
を
上
下
関
係
や
対
立
の
構
図
で
考
え
る

の
で
は
な
く
、
相
互
の
立
場
を
尊
重
し
、

相
互
の
理
解
を
深
め
る
努
力
が
必
要
で
あ

り
、
患
者
の
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
オ
ブ
こ
フ
イ

フ
の
確
保
・
向
上
を
目
的
と
し
た
質
の
高

い
医
療
を
達
成
し
よ
う
と
い
う
考
え
が
必

要
で
あ
る
。

②

　

具
体
的
な
あ
り
方

　

医
療
従
事
者
側
の
基
本
的
態
度
と
し

て
、
検
査
内
容
、
診
断
基
準
、
治
療
方
針
、

見
通
し
、
投
薬
内
容
等
に
つ
い
て
の
十
分

な
説
明
が
求
め
ら
れ
る
。
こ
の
説
明
に
は
、

単
に
病
名
や
病
状
、
予
後
と
い
っ
た
も
の

だ
け
で
な
く
、
検
査
や
治
療
行
為
に
伴
っ

て
生
じ
る
生
活
上
の
変
化
、
療
養
の
た
め

に
利
用
可
能
な
各
種
の
保
健
・
福
祉
サ
ー

ビ
ス
に
つ
い
て
の
情
報
、
か
か
る
費
用
等

に
つ
い
て
も
含
ま
れ
る
必
要
が
あ
る
。

　

説
明
す
る
際
に
は
。
患
者
の
年
齢
、
理

否
も
そ
こ
に
あ
る
。
そ
の
た
め
福
祉
教
育

を
体
系
的
に
実
施
し
た
り
、
国
民
に
十
分

な
情
報
を
提
供
す
る
よ
う
情
報
セ
ン
タ
ー

を
つ
く
る
な
ど
、
息
の
長
い
施
策
を
展
開

さ
れ
た
い
。

　

「
思
い
や
り
」
す
な
わ
ち
「
福
祉
の
心
」

や
共
生
と
連
帯
の
考
え
を
国
民
の
中
に
育

て
て
い
く
た
め
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
場
を
通

じ
て
社
会
連
帯
意
識
の
醸
成
や
福
祉
教
育

の
推
進
を
図
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

解
度
、
心
理
状
態
、
家
族
的
社
会
的
背
景

を
配
慮
し
、
説
明
の
時
期
に
つ
い
て
は
、

患
者
の
要
望
、
信
頼
関
係
の
構
築
、
患
者
の

受
容
に
か
か
る
期
間
、
患
者
の
不
安
除
去

の
観
点
を
考
慮
し
て
、
で
き
る
だ
け
早
い

時
期
に
行
わ
れ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
ー
コ
ン
セ
ン
ト
を
成

立
さ
せ
る
要
因
と
し
て
、
が
ん
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ

感
染
症
な
ど
、
病
名
そ
の
も
の
の
告
知
が

問
題
に
な
る
こ
と
が
あ
り
、
特
に
配
慮
す

べ
き
で
あ
る
。

○
法
制
化
に
つ
い

て

　

イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
ー
コ
ン
セ
ン
ト
の
普

及
・
定
着
を
よ
り
積
極
的
に
図
る
た
め
、

法
制
化
す
べ
き
で
あ
る
と
の
見
解
と
、
よ

り
良
い
医
療
や
患
者
と
医
療
従
事
者
と
の

信
頼
関
係
の
向
上
を
目
指
す
た
め
、
ま
た

環
境
整
備
の
推
進
の
た
め
に
も
理
念
規
定

＼ドド○◇…1995- 7４卯
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と
す
べ
き
で
あ
る
と
の
見
解
が
あ
り
。
一

致
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
医
療
従
事

者
の
努
力
目
標
、
努
力
規
定
と
し
て
位
置

付
け
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
］
層
の
検
討

が
行
わ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

○
普
及
の
た
め
に

①

　

医
療
従
事
者
側
の
取
り
組
み

　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
努
力

・
初
診
時
に
十
分
に
時
間
を
と
っ
て
説
明

　

す
る
こ
と
や
、
検
査
の
目
的
や
内
容
に

　

つ
い
て
不
必
要
な
恐
怖
感
を
取
り
除
く

　

よ
う
な
説
明
の
実
施
。

・
医
学
用
語
や
外
来
語
を
用
い
な
い
平
易

　

な
言
葉
・
表
現
に
よ
る
説
明
の
工
夫
。

・
特
に
必
要
な
場
合
に
は
日
や
場
所
を
変

　

え
て
行
う
な
ど
の
説
明
時
間
確
保
の
工

　

夫
。

・
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
へ
の
配
慮
の
た
め
、
診

　

察
場
所
や
相
談
場
所
の
工
夫
。

・
患
者
が
質
問
し
や
す
い
雰
囲
気
作
り
の

　

工
夫
。

・
必
要
に
応
じ
、
平
易
な
解
り
や
す
い
説

　

明
文
を
示
し
、
そ
の
上
で
説
明
を
加
え

　

る
と
い
う
説
明
方
法
の
工
夫
。

　

共
通
認
識
の
確
保

・
医
療
チ
ー
ム
に
お
け
る
役
割
分
担
と
説

　

明
に
お
け
る
同
一
性
を
確
保
す
る
た

　

め
、
重
要
な
説
明
の
段
階
で
は
関
係
す

　

る
医
療
ス
タ
ッ
フ
を
同
席
さ
せ
る
こ

・
説
明
文
や
同
意
書
が
あ
る
場
合
に
は
診

　

療
録
に
こ
れ
を
貼
付
す
る
こ
と
。

・
診
療
情
報
を
全
て
の
医
療
従
事
者
問
で

　

共
有
す
る
た
め
の
情
報
管
理
の
工
夫
。

　

チ
ー
ム
医
療
の
充
実

・
一
貫
、
継
続
し
た
説
明
と
そ
の
後
の
フ

　

ォ
ロ
ー
を
行
う
た
め
に
も
、
医
療
チ
ー

　

ム
の
治
療
だ
け
で
な
く
、
ケ
ア
を
も
視

　

野
に
入
れ
た
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
確
立
が

　

必
要
で
あ
る
。

　

施
設
全
体
と
し
て
の
取
り
組
み

・
倫
理
委
員
会
、
院
内
研
究
会
や
勉
強
会

　

等
の
活
動
の
充
実
に
よ
る
、
医
療
従
事

　

者
が
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト

　

を
重
視
す
る
よ
う
な
体
質
づ
く
り
の
推

　

進
。

・
「
診
療
や
投
薬
の
内
容
等
に
つ
い
て
の

　

ご
質
問
が
あ
れ
ば
、
遠
慮
な
く
お
尋
ね

　

く
だ
さ
い
」
と
い
っ
た
院
内
掲
示
の
実

　

施
。

・
患
者
・
家
族
が
い
つ
で
も
、
診
療
科
に

　

関
係
な
く
尋
ね
る
こ
と
が
で
き
て
、
責

　

任
を
持
っ
て
対
応
し
て
く
れ
る
医
療
提

　

供
施
設
内
の
相
談
窓
口
の
設
置
。

・
患
者
や
家
族
が
自
分
た
ち
の
疾
患
に
つ

　

い
て
の
情
報
を
得
る
機
会
の
確
保
の
だ

　

め
に
施
設
内
に
患
者
向
け
の
図
書
館
等

　

を
設
置
す
る
等
の
工
夫
。

・
医
療
提
供
施
設
と
患
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

　

ー
シ
ョ
ン
の
推
進
を
側
面
か
ら
支
援
す

　

る
院
内
の
患
者
に
対
す
る
イ
ン
フ
ォ
メ

11

　

Ｉ
シ
ョ
ン
、
例
え
ば
患
者
二
般
向
け

　

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
、
院
内
掲
示

　

や
院
内
放
送
の
実
施
。

②

　

組
織
的
、
制
度
的
な
取
り
組
み

　

医
療
従
事
者
に
対
す
る
卒
前
・
卒
後
教

育
に
お
い
て
、
医
療
従
事
者
の
患
者
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
等
に
つ
い
て
の
教

育
、
研
修
の
よ
り
一
層
の
充
実
が
求
め
ら

れ
る
。

　

医
療
従
事
者
か
ら
患
者
へ
の
説
明
の
方

法
に
つ
い
て
は
、
疾
患
の
種
類
や
特
性
別

に
そ
の
あ
り
方
を
探
り
、
適
切
な
説
明
方

法
の
普
及
が
図
ら
れ
る
こ
と
が
必
要
。

③

　

患
者
・
家
族
に
望
ま
れ
る
こ
と

・
日
頃
か
ら
心
身
両
面
の
健
康
や
医
療
に

　

つ
い
て
関
心
を
持
ち
、
知
識
を
豊
か
に

　

し
て
お
く
。

・
病
気
に
な
っ
た
時
ど
の
よ
う
な
医
療
を

　

受
け
、
ど
の
よ
う
な
生
き
方
を
選
ぶ
か

　

に
つ
い
て
、
日
頃
か
ら
自
分
の
意
思
を

　

持
つ
と
と
も
に
、
家
族
と
話
し
合
っ
て

　

お
く
。

・
特
に
、
が
ん
の
告
知
、
末
期
に
お
け
る

　

延
命
措
置
、
植
物
状
態
・
脳
死
に
な
っ

　

た
と
き
に
受
け
る
医
療
、
臓
器
提
供
等

　

に
つ
い
て
は
、
事
前
の
意
思
を
明
確
に

　

し
て
お
く
こ
と
が
望
ま
れ
る
。
こ
れ
か

　

ら
の
時
代
は
、
文
書
に
よ
る
リ
ビ
ン
グ

　
　

ー
ウ
ィ
ル
（
事
前
の
意
思
表
明
）
が
重

　

視
さ
れ
る
よ
う
に
な
ろ
う
。

　

・
自
ら
の
病
状
や
予
後
、
検
査
の
目
的
・

内
容
・
結
果
、
治
療
の
目
的
・
内
容
・

　

Ｇ

展
開
・
期
待
さ
れ
る
効
果
・
副
作
用
等

　

ｙ

　

に
つ
い
て
、
遠
慮
な
く
医
療
従
事
者
へ

　

尋
ね
る
態
度
を
身
に
つ
け
る
。

・
よ
り
良
い
医
療
を
受
け
る
に
は
、
自
分

　

の
生
活
や
生
き
方
に
つ
い
て
。
医
療
従

　

事
者
に
理
解
し
て
も
ら
う
必
要
が
あ

　

る
。
そ
の
た
め
に
は
、
平
素
の
ヘ
ル
ス

　

ケ
ア
を
も
担
当
す
る
か
か
り
つ
け
医
を

　

持
つ
こ
と
が
望
ま
し
い
。

・
患
者
会
や
家
族
会
に
参
加
し
て
、
情
報

　

や
生
き
る
支
え
を
得
る
道
も
あ
る
。

○
お
わ
り
に

　

イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
ー
コ
ン
セ
ン
ト
は
、

よ
り
良
い
患
者
・
医
療
従
事
者
関
係
を
築

く
た
め
の
基
軸
と
な
る
も
の
で
あ
る
と
い

う
点
で
、
委
員
の
考
え
は
一
致
し
た
。

　
　

「
誰
が
」
「
何
を
」
す
べ
き
か
と
い
う

具
体
的
な
方
策
を
明
確
に
す
る
こ
と
を
目

指
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
。
一
番
大
事
な
こ

と
は
、
患
者
が
自
ら
の
状
況
を
認
識
し
て

前
向
き
の
闘
病
と
生
き
方
を
自
覚
す
る
こ

と
で
あ
り
、
医
療
従
事
者
が
専
門
的
職
業

人
と
し
て
患
者
の
生
き
方
の
よ
り
良
い
支

援
者
と
な
る
こ
と
に
生
き
が
い
を
感
じ
る

こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
患
者
も
医
療

従
事
者
も
と
も
に
生
き
る
こ
と
へ
の
元
気

の
出
る
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
ー
コ
ン
セ
ン
ト

の
定
着
こ
そ
、
こ
の
報
告
書
の
目
指
す
と

こ
ろ
な
の
で
あ
る
。
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難
病
セ
ン
タ
ー
早
期
建
設
を

横
山
大
阪
府
知
事
に
要
望

　

今
春
の
選
挙
で
大
阪
府
知
事
と
な
っ
た

横
山
ノ
ッ
ク
氏
が
選
挙
公
約
し
て
い
た
知

事
室
の
開
放
が
実
施
さ
れ
。
大
阪
難
病
連

と
し
て
面
会
を
申
し
込
ん
で
い
た
と
こ

ろ
、
６
月
2
6
日
に
実
現
し
ま
し
た
。
さ
っ

そ
く
、
米
山
代
表
委
員
ほ
か
４
人
が
知
事

室
を
訪
れ
、
難
病
セ
ン
タ
ー
の
建
設
等
を

要
望
し
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
、
難
病
患
者
の
実
態
や
、
府

の
委
託
事
業
と
し
て
難
病
連
が
行
な
っ
て

い
る
医
療
相
談
会
で
は
、
年
々
参
加
者
が

増
加
し
て
、
会
場
が
取
り
に
く
く
な
っ
て

き
て
い
る
、
ぜ
ひ
、
難
病
セ
ン
タ
ー
建
設

を
と
知
事
に
要
望
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
知
事
の
回
答
は
、
府

立
病
院
内
に
一
咋
年
開
設
し
た
、
難
病
医

て
欲
し
い
。知事室で横山ノック氏に

要請する大阪難病連役員

難
病
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
も
、
時
代
が
そ

う
い
う
も
の
の
必
要
性
を
要
求
し
て
い
る

こ
と
は
十
分
認
識
し
て
い
る
が
、
将
来
的

に
は
考
え
て
も
良
い
が
、
い
ま
す
ぐ
、
ど

う
こ
う
い
う
も
の
で
は
な
い
と
、
あ
っ
さ

り
否
定
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

1
0
分
間
と
い
う
限
ら
れ
た
時
間
の
中

で
、
多
く
を
話
す
こ
と
が
で
き
ず
残
念
で

し
た
が
、
難
病
患
者
の
お
か
れ
て
い
る
実

態
を
知
っ
て
も
ら
え
た
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
難
病
セ
ン
タ
ー
建
設
募
金
を

集
め
て
い
る
こ
と
を
話
し
、
募
金
箱
を
知

事
室
に
置
い
て
も
ら
う
こ
と
に
し
て
、
面

明日の患者運動を考える
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全国交流集会
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木川

日時:11月11日(土)･12日(日)

場所：北海道札幌市

　　　

グリーンホテル札幌

内容：

・
金
発
行
）

12
会
を
終
え
ま
し
た
。

　

こ
の
知
事
室
開
放
事
業
に
つ
い
て
は
、

担
当
の
府
民
情
報
室
の
係
の
人
か
ら
任
期

中
は
続
け
て
い
く
と
の
確
約
を
得
て
い
ま

兵
庫
県
難
病
連
へ

支
援
の
寄
付

　

神
戸
東
口
Ｉ
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

　

「
む
つ
み
会
Ｌ

　

阪
神
大
震
災
は
、
発
生
か
ら
半
年
に
な

り
ま
し
た
。
復
興
の
街
に
は
「
夏
は
よ
る
」

の
月
が
こ
う
こ
う
と
輝
い
て
い
ま
す
。

　

６
月
1
9
日
、
瓦
蹄
と
粉
塵
の
舞
う
兵
庫

県
難
病
連
事
務
局
に
愛
と
優
し
さ
を
添
え

て
3
0
万
円
の
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

分

　

科

　

会

①どうなる介護・

　　

医療保険制度

②地域保健法と

　　

雛病対策

③令国組織を作ろう

　　

疾病別交流

　　

全

　

体

　

会

●シンポジウム

　　

｢社会保障と

　　

医療保険制度｣

●特別公演

　　

茅野

　

明さん

　　

｢一人芝居

　　

＝冬の銀河＝｣

全国の皆さんの参加をお待ちしています

す
の
で
、
何
度
で
も
申
し
込
ん
で
、
私
た

ち
の
実
情
を
訴
え
続
け
て
い
く
こ
と
が
大

事
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　

（
報
告
＝
大
阪
難
病
連
・
尾
本
次
生
）

心
か
ら
の
贈
り
物
に
感
謝
致
し
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
避
難
所
生
活
を
続
け
る
患

者
、
不
自
由
な
交
通
網
の
中
を
通
院
す
る

患
者
も
多
数
い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
被
災

体
験
を
し
た
難
病
患
者
が
集
い
、
支
援
体

制
づ
く
り
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

難
病
患
者
に
活
気
と
笑
顔
が
よ
み
が
え

る
日
も
近
い
で
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　

（
報
告
＝
兵
庫
県
難
病
連
）

針生・県常任幹事に支援寄付金を

手渡す「むつみ会」の役員さん

　

暑
い
時
期
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
医
療
・
福
祉
に
冷

た
い
風
が
吹
い
て
い
ま

す
。
請
願
採
択
を
勝
ち
取

っ
た
粘
り
強
い
連
帯
の
力

で
跳
ね
返
し
ま
し
よ
う
。

発
一
丁
’
身
体
障
害
者
団
体
定
期
刊
行
物
協
会

　

頒
価
三
百
円

j
?
(
7
＼
V
＞
―
-
所

　

東
京
都
世
田
谷
区
砧
６
－
2
6
－
2
1

ノ∠ドドヅヅ1995- 7４６２



　　　　　　　　　　　　

目

　

次

○衆参両院で初の採択

　

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥451

0JPC第10回総会

　

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥452

○社制審 458

○インフォームド･コンセントを目指して

　

‥‥‥‥‥‥460

0横山大阪知事に要望

　

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥462


	page1
	page2
	page3
	page4
	page5
	page6
	page7
	page8
	page9
	page10
	page11
	page12
	page13

